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実践研究報告書要旨 
 
『伝え合う力』の育成を目指した英語授業の実践研究 
－帯活動と発問構成の工夫を通して－ 
 
岩元 正悟（授業実践探究コース） 
 
１．問題の所在 
 中学校・高等学校の外国語科はかねてから 4 技能を総合的に育成し，統合的に活用できるコミュニ
ケーション能力の育成を目指している。平成 29 年 3 月に公示された「新学習指導要領」（文部科学省，
2017）の目標の中でも，実際のコミュニケーションを想定した資質・能力の育成を目指すことが記され
ている。また，4 技能の一つである話すことについては，［やり取り］と［発表］の二領域で捉えること
が新たに盛り込まれた。 
しかし，現状として「平成 28 年度英語教育改善のための英語力調査 報告書」（文部科学省，2017）の
中では，基本的で身近な話題に関する質問に対して，即興的かつ創造的に表現する言語活動が不足して
いることが指摘されている。また，質問紙調査では英語学習に対する意欲について課題が見られ，高校
入試に対応できる英語力を優先する生徒が最も多いことについても指摘されている。 
これらの調査を受けて，本研究では話すことのうち課題である［やり取り］に焦点を絞り，「既習の語
句や表現を用いながら，間違うことを恐れず積極的に自分の意見・考えを話し，つなぎ言葉を用いるな
どしながら積極的に会話を継続し発展させていく態度や能力」の育成を目指す。具体的には，生徒の『伝
え合う力』を育成するために，中学校外国語科の授業における帯活動（単元を貫く短時間活動）を考案
するとともに，村山（2007），田中・島田・紺渡（2011）のリーディング指導における 4 タイプの発問（知
識発問，事実発問，推論発問，評価発問）を取り入れた単元（全 8 時間）を構想し，生徒の『伝え合う
力』の育成を目指す英語授業の在り方を検討する。 
２．研究の目的と方法 
１．研究の目的 
身近な話題について会話をする帯活動“Let’s talk!”を考案し，発問構成に工夫を施した単元構想に基づい
た授業実践を通して，生徒の『伝え合う力』を育成する。 
２．研究の方法 
（１） 生徒の『伝え合う力』を育成するために，田中・田中（2003）の考え方を援用して帯活動のう
ち身近な話題について会話をする“Let’s talk!”を考案する。また，村山（2007），田中・島田・紺渡
（2011）に基づき発問計画に工夫を施した単元（全 8 時間）を構想する。 
（２） 単元構想をもとに実習校の研究対象学級で授業実践を行い，『伝え合う力』の育成を目的とした
帯活動“Let’s talk!”及び発問の効果検証を行う。 
３．研究の内容 
１．発問構成の工夫 
田中・島田・紺渡（2011）は，教師が生徒に与える発問を見直すことで主体的で深いリーディング指
導が可能になるとしている。そこで，本研究では生徒の思考を促す発問計画の作成や，教材から読みと
った内容を伝え合う場面設定を通して，読む活動における伝え合いの深長を図る。 
 田中・島田・紺渡（2011）は，リーディング指導における発問を事実発問，推論発問，評価発問の 3
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タイプに分けている。それぞれの発問の特
徴や具体例について，“Mari flies to the 
Occident twice a year to buy fashionable 
clothes.”（Been, 1975 を参照）を例に示す（表
１）。 
また，村山（2007）によると，読み手はテ
キストの中の情報に接する際に自らの経験
に当てはめたり，その先の展開を予測したり
して，既存の背景知識と新しい情報を組み合わせて知識を再構築し，情報を整理し理解しようとする。
本研究では，田中・島田・紺渡（2011）の思考を促す 3 タイプの発問に加えて，背景知識「スキーマ」
を活性化させる発問（以下，知識発問とする。）も導入する。 
田中（2009）は，一般的なリーディング指導の段階である事前活動（Pre-reading），事中活動（While-
reading），事後活動（Post-reading）の三つの段
階を，英語授業の展開をイメージしやすいよ
うに（1）導入（2）理解（3）思考（4）表現
の 4 つの段階に分けて示している（図 1）。こ
れらの 4 段階のうち，今回育成を目指す『伝
え合う力』は特に（4）表現と関連する
と考えられる。 
 本研究では，村山（2007），田中・島田・紺渡（2011）を参考に 4 種類の発問を取り入れた発問計画を
作成し，田中（2009）に応じて 4 つの段階に分類した（表 2）。 
(1) 導入の段階では，まず単元の評価発問
“What do you want to be in the future?”を提
示して，将来の夢や就きたい職業につい
て考えさせる。そして，単元の最終ゴー
ル「自分の将来の夢について，間違いを
恐れずに伝え合う」を全体で共有し，生
徒に学習の見通しを持たせる。本単元
Career Day では，職場体験学習や将来の
夢について扱われる。生徒は夏季休業中
に職場体験を控えており，総合的な学習
の時間の中で様々な職業について学習
している。評価発問“What do you want to 
be in the future?”は，田中・田中（2003）
の表現意欲を高めるポイントのうち「自
己関連性」の観点から，生徒に将来の夢
や就きたい職業を自分事として捉える
ことを目的として設定する。続いて知識
発問“What is Career Day?”を提示し，実習
校の昨年度の職場体験の取り組みを紹
表 1 発問の 3 タイプ 
図 1 リーディング指導の段階と発問の関係性（田中，2009 を参考に作成） 
表 2 Unit3 Career Day の発問計画 
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介する。知識発問を通して，生徒の職場体験に関する知識の活性化を図り，単元で取り扱う題材に
対する興味・関心を引き出す。  
(2) 理解の段階では，事実発問“Why does Deepa get tired?”や“What does she/he want to be in the future?”な
どを提示して，教科書の内容理解を促す。全体での教科書の内容確認を通して，次ぐ推論発問，評
価発問に対する言語活動への準備を促す。 
(3) 思考の段階では，推論発問“What is Alex going to do to be a journalist? Why?”や“What does Kota think 
about Ms. Miyama’s interview? Why?”などを提示し，教科書に書かれていないことを教科書の内容に
基づいて推測し，英語で伝え合う言語活動を行う。教科書から根拠を探し出すために，主体的な読
み，深い読みを促すだけではなく，『伝え合う力』の育成を軸に，他の生徒と意見・考えを英語で伝
え合う言語活動に取り組ませる。 
(4) 表現の段階では，再び評価発問“What do you want to be in the future?”を提示し，単元の最終ゴール「自
分の将来の夢について，間違いを恐れずに伝え合う」言語活動を行う。4 時目の言語活動の後に，
「(2)理解」，「(3)思考」の段階に準じた言語活動の積み重ねを行い，『伝え合う力』の育成を目指す。
教科書の主体的な読み，そして「伝え合い」の積み重ねを踏まえて，単元の最終ゴール「自分の将
来の夢について，間違いを恐れずに伝え合う」言語活動を行う。 
２．帯活動“Let’s talk!”の導入 
 帯活動とは単元を貫く短時間活動のことで，教師が独自に用意・作成した「投げ込み教材」を毎時間
10 分程度行う活動のことである。松沢
（2014）は帯活動を「短時間継続的に
行う投げ込み教材」としたうえで，教
師が自らの独自性を発揮し，創造性
を生かせる点が帯活動の醍醐味であ
るとした。 
 本研究では今井（2011）による「生徒の主体的な
活動」の視点と，田中・田中（2003）の表現意欲を
高めるポイントである「必然性」，「具体性」，「自己
関連性」，「自由度」の視点を加えて，帯活動“Let’s talk!”
を考案する（表 3）。 
本研究における帯活動“Let’s talk!”は，毎時間授業の
冒頭に 3 分から 5 分の時間を設定して，教師が独自に
作成した伝え合いスキットを使用して，できるだけ多
くの生徒と英語で会話を行う活動である。 
今回作成した伝え合いスキットには，いくつかの工
夫を施している（資料 1）。構成面について，帯活動
“Let’s talk!”で使用した伝え合いスキットは単元の最終
ゴール「自分の将来の夢について，間違いを恐れずに
伝え合う」言語活動で使用する伝え合いスキット
“What do you want to be?”に基づいて作成した。このね
らいは，生徒が見慣れたスキットで会話練習に取り組
むことが可能になる，そして帯活動の延長線上に単元
表 3 表現意欲を高めるポイント（田中・田中，2003） 
資料 1 帯活動“Let’s talk!”の伝え合いスキット 
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の最終ゴールがあることを意識させるためである。また，伝え合いスキットは単元の最終ゴールで使用
するスキット，授業で使用するワークシートと同様に一部ルビが振られている。これは，『伝え合う力』
の育成の観点から，英語を苦手とする生徒も活動に取り組めるようにするためである。見慣れた構成の
スキット，ワークシートを通して活動に対する抵抗感の軽減を目指す。 
 内容面では，前の単元で学習した文法事項（be going to＋動詞の原形），Unit3 で学習予定の文法事項
（to＋動詞の原形）を取り扱った。実際のコミュニケーションに近い形での活用を通して，文法事項の
定着を促すことを目的としている。 
 そして，指導面では回数を重ねて活動に慣れてきた生徒に対して，空欄を設けた伝え合いスキットを
配布する，スキットを見ないで会話練習に取り組むといった指導を行った。このねらいは，毎時間取り
組む帯活動“Let’s talk!”のマンネリ化を避け，生徒が自ら目標をもって主体的に言語活動に取り組むこと，
そして実際のコミュニケーションに近い形で言語活動に取り組むことを目指すためである。 
 また，帯活動“Let’s talk!”の内容は，生徒が日常生活で遭遇しうる場面を想定したものになっている。
これは，田中・田中（2003）の「必然性」の観点から，生徒が英語で自然に表現したいと思うような場
面や状況を作り出すことを目指したためである。また，生徒が実際に遭遇しうる場面であるために，生
徒が活動内容を具体的にイメージできるようにといった「具体性」の観点や，生徒自身のことで身近な
会話を取り扱うといった「自己関連性」の観点も取り入れられている。そして，伝え合いスキットには
生徒自らのことを伝え合えるように空欄を設けている。空欄を設けることで，生徒自身が相手の話に応
じて自由に表現できるといった「自由度」のあ
る活動を促す。 
３．帯活動と発問構成の効果検証 
 事前に行った質問紙調査の回答を度数変換
したものについて，平均値，標準偏差を表 4 に
示す。調査の結果，いずれの回答も平均値 2 以
上で肯定的な意見が多いことが分かった。とく
に帯活動“Let’s talk!”については多くの生徒が肯
定的な意見を持っていることが分かった。 
事後に行った質問紙調査の結果も，有意
差は得られなかったものの，いずれも平
均値2以上で肯定的な意見が多く，“Let’s 
talk!”に関する項目が他の項目と比較し
て高い数値であることが分かった（表
5）。事前と事後の調査の間が 1 か月程度
と短いことから認識変化には至らなか
ったためだと考えられる。 
 事後に行った質問紙調査のうち，「あ
なたは英語を話すことについてどう思いますか」に対
する回答と，他の質問への回答の関係を検証するため
にクロス集計を行った。カイ二乗（χ²）検定を用いた結果，
「英語を話すことが好き」な生徒は，「帯活動“Let’s talk!”が
好き」（χ²＝5.69，p < 0.05*）な傾向があることが示された
表 4 質問紙調査の回答（事前） 
表 5 質問紙調査の回答（事後） 
表 6 「英語を話すこと」と「帯活動」のクロス集計結果 
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（表 6）。また，逆に英語を話すことが好きではない
と回答した生徒（12 名）においても，8 名（66.7%）
の生徒が帯活動“Let’s talk!”を好きだと回答していた。
このことから，英語を話すことが苦手な生徒でも帯活
動“Let’s talk!”には取り組みたいと思える魅力があると
考えられる。 
 また，事後に行った質問紙調査の「今後も Let’s talk!
を続けたいと思いますか」では，32 名（88.9%）の生徒
が帯活動“Let’s talk!”を今後も続けたいと回答しており，この結果からも生徒にとって帯活動“Let’s talk!”
が取り組みやすい活動であり，今後も取り組みたいと
思わせる魅力があると考えられる（表 7）。 
 では，生徒は帯活動“Let’s talk!”のどのような点を肯
定的に捉え，魅力を感じているのだろうか。事前の質
問紙調査の「あなたは英語の授業で毎時間行っている
Let’s talk!（会話練習）が好きですか。その理由はなぜ
ですか。」の自由記述をカテゴリー毎に分類した。そ
の結果，生徒の回答としては，「他者との関わりがある」（18 名 40.0%），「英語の会話が楽しい」（10 名
22.2%）が多く，他者と関わりながら，英語の会話を楽しめるところに魅力を感じていることが分かる
（表 8）。具体的な記述を挙げると，「楽しくみんなと英語でコミュニケーションをすることができるか
ら」や「友だちと英語で会話するのが楽しいから」，「友だちと話したり，話したことがあまりない人と
も楽しく話すことができるから」などがあり，生徒が英語によるコミュニケーションを楽しんでいる様
子が窺える。 
これらの調査結果から，帯活動“Let’s talk!”は生徒に英語を話すことの楽しさや，他者と英語での会話
を通して関わることの楽しさを伝えるきっかけになり得ることが分かる。また，田中・田中（2003）の
表現意欲を高める視点を加えることで，実際のコミュニケーションを想定した場面設定の中で，他者と
英語で意見・考えを「伝え合う」意欲や態度を高めることができると考えられる。一方で，生徒の否定
的な記述の中には「英語とかを並び替えるのが苦手だから」や「英語で話すのが苦手だから，たくさん
の人とできない」といったものも見られた。英語が苦手な生徒にとっても楽しめる帯活動“Let’s talk!”
の在り方について，今後さらに研究を深めたい。 
次に 4 時目と 8 時目の授業で実施した評価発問“What do you want to be in the future?”に対する発話デー
タの分析について述べる。表 9 に示した通り，会話数と往復数のそれぞれについて，4 時目より 8 時目
が増加していることが分かる（会話数：t (4) = 6.9, p < 0.01**, 往復数：t (4) = 5.5, p < 0.05**）。 
この増加の要因として，帯活動“Let’s talk!”の導入や発問構成の
工夫に加えて，8 時目の伝え合う活動では Useful Expressions を
提示して，ペアで付け加える活動を行ったためだと考えられる
（資料 2）。また，抽出生徒の中には複数の生徒と会話練習を繰
り返すことで，相手の咄嗟の一言に対してコメントする，相手
の発言に対して感想を述べるなど表現に変化を見ることができ
た。複数の生徒との伝え合いにとよって，英語を話すことへの
抵抗感が減ったことが一因だと考えられる。 
表 7 質問紙調査の集計結果 
表 8 Let’s talk!の自由記述のカテゴリー分類 
表 9 抽出生徒の会話数，往復数 
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４．成果と課題 
１．研究の成果 
本研究で考案した帯活動“Let’s talk!”と発問構成の工夫によっ
て，生徒の英語で意見・考えを伝え合おうとする意欲が高まり，
発話データの分析から会話の継続性（会話数，往復数）について
増加傾向が見られた。 
 帯活動“Let’s talk!”について，検証結果から『伝え合う力』のう
ち，間違うことを恐れずに積極的に自分の考えを話そうとした
り，つなぎ言葉を用いるなどしながら積極的に会話を継続させ
ようとしたりする意欲や態度を高めることに効果があるという
示唆が得られた。質問紙調査の結果からは，帯活動“Let’s talk!”を
今後も継続的に取り組みたいと回答する生徒が多く見られた。
また，自由記述の分析からは，生徒が帯活動“Let’s talk!”を通して
他者と関わること，英語で会話することに楽しさを感じていたことも明らかになった。帯活動“Let’s talk!”
の実際のコミュニケーションを想定した場面設定の中で，様々な生徒と英語で会話練習を行うことで，
生徒の「伝え合う」意欲や態度を高めることができたと言える。 
 発問構成の工夫について，有意差は見られなかったものの，授業後に記入した振り返りシートの記述
から，「友だちの考えを聞けたし，自分の考えと比べることができた。」，「教科書には載っていないこと
を考えるのがとても楽しかった。」などの発問を受けての言語活動に対して前向きな記述を見ることが
できた。今後さらに研究を深めることで，英語を話すことが苦手な生徒など多様な生徒に対応できる教
材研究や発問計画の作成を目指していきたい。 
２．今後の課題 
本研究は，実習という形態の中での実践研究であったため，実践期間が 12 日間と短く，なおかつ実習
生であるがゆえに授業実践力に課題がある中での取り組みとなった。また，同様の理由から客観テスト
との相関や表現の変化に焦点を当てた効果検証についても実施が困難だった。長期的な実践研究の中で
新たな知見が得られるよう，今後も継続研究を行いたい。 
 そして，本研究では手立てとして扱った帯活動と発問構成の工夫それぞれ単独での検証結果を得るこ
とができなかった。今後は発問構成の工夫と帯活動それぞれが生徒の『伝え合う力』の育成にどのよう
に寄与するのかについて効果検証を行いたい。 
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